
1 

 

 

 

 

 

 

 

各学校や地域における地域学校協働活動の推進を目的に、地域と学校の連携・協働に関する情報を発
信する連携協働通信「架け橋」を発行しています。当課のWebサイトでもご覧いただけます。 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/chiikirenkei/gakkoushien.html 

 

 

 

各学校の校長先生におかれましては、学校運営協議会の設置に向け準備を進めていただき本当に
ありがとうございます。設置に向けて、地域との調整や委員の選定、既存の組織の運用など様々な
部分で検討を進めていただいていることと思います。当課においても、設置に向けての相談や地域
の方や委員になられる方への説明などを行うことが可能です。その場合は、ぜひご相談をいただけ
ればと考えておりますので、ご連絡をいただけるとありがたいです。引き続き、よろしくお願いい
たします。 
 

 

 

 

 

 
 
○申請の際は、設置申請書と名簿を合わせてご提出をお願いします。 
※現在、単独設置の学校運営協議会を、複数校による合同協議会に切り替えることをご検討 
の場合、以下の点にご注意ください。 

①合同で立ち上げるまでの間、単独での学校運営協議会の設置校であり続けます。 
②単独の協議会において、合同協議会への移行について委員への丁寧な説明が必要だと 
考えます。 
 

  ※今回の 10月設置に向けて８月中の書類の申請が難しい場合は、学校支援・地域連携課に 
   ご連絡ください。 
   

 

 

 

 

 学校運営協議会 設置の機会 
設置日 令和４年 10月１日 

申請書提出
の締切日 令和４年８月中 

＜学校運営協議会＞＜地域学校協働本部＞

 

    令和４年８月 22 日 

横浜市教育委員会 学校支援・地域連携課 発行 NO．27 

学校運営協議会の設置について 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/chiikirenkei/gakkoushien.html
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「熟議」を体験！協議会の活性化に向けて 
７月１日（金）、７月 12日（火）に、学校運営協議会会長、学校・地域コーディネーター、教

職員を対象とした研修を実施しました。CSマイスター 竹原 和泉様より「なぜ地域と学校が連携・
協働するのか？」をテーマに講演をいただきました。講演の中で、参会者による「熟議」の体験が
行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の研修では、ステップ１として「子どもたちに育みたい資質・能力は？」、ステップ２とし

て「そのために、私たちは何ができるか？」、以上の２点について熟議を行っていきました。参会
者はそれぞれの考えを付箋に記述し模造紙に貼っていきながら、グループの意見を集約していきま
した。ぜひ今回行った「熟議」の体験を、それぞれの 
学校運営協議会の協議の場で生かしていただきたいと 
考えています。 
 

  
  
 

＜学校運営協議会長＞ 
・和やかに自由な雰囲気で意見を述べ合う体験そのものが、熟議のよいイメージ作りになった。 
・自分では思ってもいないことが、他の人から出されたことで刺激を受けた。 
・本日の内容を考慮し、少しずつ協議会のあり方を変えていきたい。 
・子どもたちが将来、この地域に住んでみたいと言える地域にしていかなければと思った。 
・「熟議」をする風土づくりのため、課題をまず 1つ見つけてやっていきたい。 
＜学校・地域コーディネーター＞ 
・色々な立場の方と話ができ参考になった。会議の持ち方、進め方など、様々なことを知ることができた。 
・学校運営協議会は地域要望の場ではなく、もっと子どもたちの学びを中心に考えていきたいと思った。 
・当事者である子どもたちにも意見やアイデアを聞いてみたいと思った。 
・このような方法で課題を突き詰めていきたいと思うものの、学校や地域で実践する場が少ない。 
・「一緒にやる」という意味をしっかり理解した上で、協働できる人材を増やしていきたい。 
＜教職員＞ 
・学校での研修、会議等で経験はあったが、学校運営協議会で行うというのは考えていなかった。 
・会議をセレモニーにしてはいけないということを実感できた。 
・若手に学校運営協議会等、地域の方の協力を伝え、地域と関わる場に積極的に参加しようと思った。 
・子どものことを思い浮かべながら、学校での現状を思い出し率直に話をすることができた。 
・様々な立場、役職の方の声を聞き、同じ意見、視点を多くもっていることに気付くことができた。 

地域学校協働活動を通じた学校運営の改善研修② 報告 

＜「熟議」とは？＞ 
・多くの当事者による「熟慮」と「討議」を重ねること 
＜何のために行うのか？＞ 
・お互いの立場や役割を理解し、次第に解決策が洗練され、 
誰もが納得して自分の役割を果たすことができるため 

＜熟議を行う際のポイントは？＞ 
・なごやかで安心な雰囲気をつくる。 
・人の話をよく聴く。 
・否定や批判をせずに、ポジティブな流れをつくる。 
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地域学校協働活動をイメージアップ！アイデア選手権 
学校・地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）養成講座（年間５回）の第２回を開催

いたしました。講師として、横浜市学校地域コーディネーター連絡会 髙橋 由美子様、ファシリテ
ーターとして、参画はぐくみ工房代表 竹迫 和代様をお招きし、ワークショップ形式の研修を行い
ました。 
 
 
 
 
 

竹迫様     髙橋様 

５つのテーマから、自分が話せるテーマを選択し、どんな活動（資源）があるのか付箋に書いて
話し合います。その後、参加者は一番興味のあるテーマのグループへ移動し、どのような活動がで
きるのかについてアイデアを出し合いました。最後に、それぞれのグループで出されたアイデアを
見て回りながら、「いいね！」と思ったものにシールを貼って投票をするという活動でした。 
 
 
 
 
 
 

グループのメンバーでアイデア出し            よいと思ったアイデアにシールで投票 

それぞれのテーマで票を集めたアイデアには、以下のようなものがありました。 
①キャリア教育では「プロの芸術に触れてみよう！」「ちびっ子シェフの農家レストラン」など。 
②地域行事では「体育館を使って夏休み避難所体験」「独自通貨でこどもが運営するお祭り」など。 
③防犯、安全、安心では「火の用心!!!ひょうし木たたき隊 Jr.」「AEDマップをつくろう！」など。 
④環境整備では「みんなで何でもリサイクル!」「地域のプロが先生!!深くて楽しいレッスン」など。 
⑤授業、学校生活支援では「野菜の収穫と救済 フードロスをなくそう!」「傘のサブスク」など。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

第２回 学校・地域コーディネーター養成講座 報告 

 

「地域学校協働活動が楽しくなる！アイデア選手権」 
アイデアの資源出しワールドカフェ 

 ①キャリア教育 
 ②地域行事 
 ③防犯、安全、安心 
 ④環境整備 
 ⑤授業、学校生活支援 
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      グループごとに集まったアイデア 付箋と模造紙（一部抜粋） 
 
 具体的に地域の資源や活動内容について情報を共有したりアイデアを出し合ったりする
ことで、学校・地域コーディネーターとしてできること、やっていきたいことについて考え
を深めることができました。それぞれの学校のニーズに応じて、地域学校協働活動を充実さ
せていただきたいと考えています。 
 そのために、教育委員会事務局としても引き続き、研修の充実、個別の相談や支援などを
進めてまいります。ご不明な点等ありましたら、いつでもお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
・実践できそうな事柄がありイメージがわいた。ワクワクした感情がわいてきた。 
・日頃疑問に思っていた部分について、他の学校がどうしているのか知ることができた。 
・他の人のアイデアを聞き、地域や学校によって違いがあることが分かった。 
・やりたいこととやってほしいこと、学校にとって必要なことも違うということが学べた。 
・特色ある学校は目新しいことに積極的にチャレンジできており、フットワークの軽さに驚いた。 
・学校・地域コーディネーターの必要性、この講習会の重要性を感じた。 
・コロナが終息した後の夢や希望を語り楽しかった。 
・ここで共有したアイデアを持ち帰って、自身の学校でも実践していきたい。 
・子どもからの目線も大事に活動していきたい。 
・コーディネーターとなった後の活動への不安等も共有でき、仲間として感じることができた。 
・先輩の皆さんの意見を受けて、これからの活動について考えることができた。 
・名刺交換ができて、ネットワークの輪が広がった。 
・事務作業など、実務の部分についてももっと知りたい。 
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学校・地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）養成講座、今後の日程です。第３回以
降は、活動する学校の所在区により、受講日時が異なります。新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、年度当初の予定から開催日程の延期や開催方法の変更等もございますので、通知や連絡の
ご確認をお願いいたします。 

 
１ 日時及び会場 

（※各学校長宛に連絡済み。オンライン（zoom）受講が困難な場合、オンライン研修会場での受講可。） 
 

 

 
２ 内 容  学校・地域コーディネーターの活動、地域学校協働活動の企画、 

企画報告会、交流会等を予定しています。 

 日 時 対 象 会 場 

第３回 
 
※ 

開催方法 
変更 

８月 30日（火） 
９：30～ 

鶴見、神奈川、西、中、南、 
保土ケ谷、旭、泉、瀬谷区 

の受講者 オンライン（zoom） 
開催に変更 

９月５日（月） 
14：30～ 

港南、磯子、金沢、戸塚、 
栄、港北、緑、青葉、都筑区 

の受講者 

 

 日 時 対 象 会 場 

第４回 
 
※ 

今後の 
状況次第で、 
日程、 
開催方法 
の変更も 
あり 

 
延期の場合、 
11月実施 
を予定 

９月 22日（木） 
14：30～ 

港南、磯子、金沢、戸塚、栄区 
の受講者 南部学校教育事務所 

９月 26日（月） 
９：30～ 

港北、緑、青葉、都筑区 
の受講者 花咲研修室 

９月 28日（水） 
14：30～ 

保土ケ谷、旭、泉、瀬谷区 
の受講者 西部学校教育事務所 

９月 30日（金） 
９：30～ 

鶴見、神奈川、西、中、南区 
の受講者 花咲研修室 

 日 時 対 象 会 場 

第５回 

２月８日（水） 
14：00～ 

港南、磯子、金沢、戸塚、 
栄、港北、緑、青葉、都筑区 

の受講者 
花咲研修室 

２月 17日（金） 
14：00～ 

鶴見、神奈川、西、中、南、 
保土ケ谷、旭、泉、瀬谷区 

の受講者 

学校・地域コーディネーター養成講座 第３回～第５回 
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学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーター、教職員（各校１名）が対象の研修です。 
 
１ 日時及び会場 

 
２ 内 容  教育委員会からの説明、実践校（小学校 1校、中学校１校）による事例発表や、 

グループでの情報交換を予定しています。 
詳細は今後、発出する通知でご確認ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 日 時 会 場 
１ 10月 21日（金）15：00～ 花咲研修室 

2 10月 31日（月）15：00～ 花咲研修室 

学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーター、教職員合同研修 


